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提供するサービスは、農産物の免疫機能をRNA-seq で見える化し、その解析結果を
軸に生産者とバイヤーを結ぶプラットフォーム。農産物の抽出物を免疫細胞に添加し
て遺伝子発現を解析し、「免疫」「代謝」などの経路ごとにスコア化した免疫プロファイ
ルシートを作成。その情報をもとに作り手と、健康訴求を行う農産物の売り手とを
マッチングする。

・農産物の検査系の開発
・農産物の解析ラインナップ、パターンを広げること
・薬機法をクリアする販促表現
・フードサプライチェーンに関わる顧客候補者のインサイト発掘・ネットワーク開発
・新指標を使った販売実績

新指標をもとに作り手と売り手をマッチング

プログラム期間内に検査体制の整備（ラボ契約）を行い、
農産物の検査系を開発、解析を開始した。農産物のみならず規格外野菜や加工品などの
解析についても要望をいただけているので、2月にはサービスをローンチする。
また生産者である農家や農産物を売り込む仲卸、小売りバイヤーへのヒアリングにもとづ
き、マッチングプラットフォームをデザインした。農産物の登録が順調に推移すれば、売り
手向けにプラットフォームの公開へと進みたい。
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